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締 め く く り の 挨 拶

岡 田 渥 美 (高等教育教授システム開発センター長)

本日は､本当に有り難うございました｡時間が大変切迫しておりますので､主催者として簡単なご挨拶を申し上げ

たいと思います｡本フォーラムのために問題提起をしてくださいました麻生誠先生､寺崎昌男先生､それからコメン

ティクーの栗本一男先生､中村龍兵先生､松井春満先生- これら五人の先生方からは､それぞれに大変個性的な､

しかも深く鋭いご見識と､それに基づく貴重この上もないご提案を様々な角度から頂戴でき､海に有難うございまし

た｡センターとして全てを十分受け止めうるかどうか､自ら顧みてJL､もとない気もいたしております｡それが正直な

感想ですが､しかし所員一同､全力を傾注して一歩々積み上げて参る所存でおりますので､今後とも､是非皆さま方

の御支援と御鞭接を頂けますよう､心からの感謝とともに改めて懇願申し上げる次第であります｡

また､文部省から遠路お越し下さり､来賓として本センターに期待をこめた御挨拶をいただいた吉田茂高等教育局

長と､本学総長特別補佐として御懇ろなスピーチを下さいました佐藤幸治先生に対して､衷心より御礼申し上げます｡

とくに佐藤先生には､最後までご参加いただいて感謝に堪えません｡

最後に､本日お集まり下さいました全ての皆様に厚く御礼申し上げます｡とくに､短かい討論の時間しかとれない

状況であったにも拘らず､活発な御意見を頂戴できましたことに深謝申し上げて､締めくくりのご挨拶とさせていた

だきます｡有難うございました｡
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